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「課題研究」シラバス 
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教科名 対 象 学 科 学 年 科  目  名 単位数 学 期 
必須・選択 

工 業 自動車科 ３年 課題研究 ３ 全 

使用教科書  補助教材  

 

 

○ 工業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図

るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

○ 作品製作 

○ 調査、研究、実験、発表 

○ 産業現場等における実習 

○ 職業資格の取得 

以上の内容を含んだ適切な課題（テーマ）を設定し、計画を立て、製作・調査・研究を行い、結果を整理・発表

する。 

 

 

 

 

○ 下記の４つの観点により，学習内容のまとまり（定期考査まで）ごとに評価を行い，学年末に５段階の評定

で総括します。 

評価の観点 内      容 評価方法 

①関心・意欲・

態度 

工業の各分野における具体的な事象について関心をもち，数理的

に処理しようと意欲的に取り組むとともに，実際に処理する基礎的

な能力と態度を身に付けようとしている。 

学習の準備 

学習の状況 

 

②思考・判断 工業の各分野における具体的な事象に関する諸問題の解決を目指

して，自ら思考を深め，基礎的・基本的な知識と技術を活用して適

切に判断し，創意工夫をする能力を身に付けている。 

発表の内容 

レポート 

③技能・表現 工業の各分野における具体的な事象に関する基礎的・基本的な技

術を身に付け，数理的に適切に処理するとともに実際にその成果を

具体的に表現している。 

課題，提出物 

レポート 

④知識・理解 工業の各分野における具体的な事象に関する基礎的・基本的な知

識を身に付け，数理的に処理する意義を理解している。 

作業能力 

作品のできばえ 

レポート 

 

 

○ 随時，学習のサポートを行うので，理解の難しいところ，つまずいているところは，早めに解決する。 

 

科目の目標 

学習の方法 

評価の方法 

その他 



授業計画（どのような内容を，どのように学ぶのか） 

課

題 
指導計画 学 習 内 容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

エ
コ
デ
ン 

班 

1.希望班調査・班編

成 

2.計画 

3.設計 

4.製作開始 

4.試運転・調整・改

良 

6.大会出場  

7.発表準備 

8.発表 

自動車のワイパーモー

ターを原動機として用

い、競技大会の規定にあ

った車を製作する。軽量

化、デザイン等を考慮に

入れる。大会などへの参

加をするため、試運転を

行い、改良なども行う。 

エコデンレースのための電気自動車を製

作し、「ものつくり」「チームワーク」「ク

リーンエネルギーの探求と有効利用」に

ついて学ぶ。 

実習態度 

（協力、取り組む姿勢など） 

バ
イ
ク
レ
ス
ト
ア 

班 

1.希望班調査・班編

成 

2.計画 

3.設計 

4.製作開始 

5.試運転・調整・改

良 

6.発表準備 

7.発表 

自動車に関する知識を

活かし、不動バイク車両

レストアを行う。作業を

通して、車両の原動機、

走行装置、動力伝達の仕

組みや働きを理解させ

る。 

自動車に関する知識を活かし、不動バイ

ク車両レストアを行う。作業を通して、

車両の原動機、走行装置、動力伝達の仕

組みや働きを理解させる。 

レストア後は、各装置の作動を確認して

点検整備の記録を行う。 

実習態度 

（協力、取り組む姿勢など） 

ド
リ
フ
ト
ト
ラ
イ
ク
班 

1.希望班調査・班編

成 

2.計画 

3.設計 

4.製作開始 

5.試運転・調整・改

良 

6.発表準備 

7.発表 

 

自動車に関する知識

を活かし、ドリフト走行

ができる三輪車の制作

を行う。 

自動車に関する知識を活かし、工業祭

においてご来場の皆様に楽しんでもらえ

るドリフトトライクの制作を行う。 

製作にあたり、各作業に適切な溶接等

の技術の習得を行う。 

安全に配慮したドリフトトライクとな

るように製作をおこなう。 

実習態度 

（協力、取り組む姿勢など） 

も
の
作
り
班 

1.希望班調査・班編

成 

2.計画 

3.設計 

4.製作 

5.発表準備 

6発表 

  

これまでに学んだ技

術を活かし椅子を制作

する。 

金属やその他を利用

して小刀を製作する。 

金属加工技術だけでなく、木工やそれ

以外の材料を利用して小刀やイスを製作

する事により、工業技術の奥深さを理解

させる。 

実習態度 

（協力、取り組む姿勢など） 

 


